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台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）
ー一宜蘭県蘭陽平野の村落調査に基づいて＿
石
? ?
I はじめに
I 蘭陽平野の開墾過程
1. 蘭陽平野における村落の変遷
2. 蘭陽平野への漢人の入植と開墾
3. 大・小租関係の欠如と「蕃大租」（以上，第33巻第4号）
4. 婢訓の開発と農業の発展
m 漢人村落の形成と廟の建立
1. 溢の設置と土囲（村荘）の建設
2. 村落の形成と村廟の建立
3. 同族結合の未発達
w 結語一一「同郷」原理による再生産保障と村廟の役割ー一
（以上，本号）
4. 婢訓の開発と農業の発展
台湾においては開墾が進展すると，農業生産力の安定と増大とを目的として
婢訓を開設するのが一般である。婢訓とは，婢が貯水池を，訓が水路を意味す
る灌漑施設のことである。ところが，宜蘭においては婢を水源とする水別が少
なく，多くが淡流をその源にしている75)。坤訓は第 7表に見られるごとく，開
墾が始まった嘉慶年間に創設されたものが多く，特に宜蘭が清朝の版図に組み
入れられた嘉慶15年以降，急激に創設され出している。ということは，乾隆末
年から嘉慶初年にかけて開始された開墾がこの頃に一段落し，その土地所有関
係も明確になり，農業生産力の安定と向上のため坤訓が創設されたと推測でき
75)臨時棗灘薔慣調査會「宜蘭睾管内婢訓調査書」上巻， 1905年， p,2。
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台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 351 
る。坤別の開竪にあたり，そのエ本（資金と労働力）を個人で賄うことは到底不
可能なことで，開拓農民による通力合作，すなわちすでに村落が形成され，そ
れを前提にした村民間の協力関係が存在して，初めて可能であった。
宜蘭における埠サIは，第5図に見られるごとく 7種類に分類でき，官有も本
来民有であったことを考慮に入れると，全ての坤i;Jflが民間によって開設されて
いる。民有すなわち私有婢訓には，営利埠胡I<有主婢サI)と非営利坤i;Jfl(佃婢サI)
とがあり 7凡有主坤訓とは，個人または数人の合股制によって開竪されたもの
で，開設後灌漑により利益を受ける農民から水租を得ることを目的にしたもの
である。すなわち，『宜蘭願管内坤i;Jfl調査書」には，有主坤訓について次のよ
うに述べられている。
「一人又ハ敷人ノ共同儘二於テ開設者トナリタルモノニシテ数人ノ合資二
成Jレ場合ハ之ヲ合股管業卜云フ是等ハ何レモ螢利ノ目的二出ツルモノナリト
雖而カモ多クハ闊係田園主ノ墾請二依リ豫メ開設後ノ闊係ヲ合約シ資本ヲ投
シタルモノトス」77)
とあり，本資料からは営利坤訓と言えども開拓農民の要請に基づいて開設され
ていることが窺える。一方，佃婢訓は当然灌漑の利益を受ける農民達が共同で
開設したもので，
「灌漑ノ利益ヲ受クル田園主又ハ佃人等二於テ開設者トナリクルモノ所謂
佃婢洲是ナリ」78)
とある。佃婢サIにおいては，その開設者が開拓農民であることから，開竪にお
けるエ本や充用地は共同出資により，水租負担はない。そのかわり，管理費用
たるサI長粟（サIf長の報酬）や修理費等を負担しなければならなかった。
第7表に見られるごとく，有主婢訓は一般に灌漑面積が比較的広い婢訓であ
り，佃婢訓は灌漑面積の小さい婢サIで， その灌漑面積は大凡100甲以下であ
る。しかし，有主婢サIと佃婢訓の関係は固定的でなく，第5図に見られるごと
76)嘉北州『蛋北水利梗概」 1934年， p.6。
77) 78)前掲「宜蘭巖管内坤胡l調査書」上巻， p.8。
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352 関西大學『紐清論集j第34巻第3号 (1984年7月）
民設
第5図婢訓の分類
官有 (1) 初メ民有ナリシモ充公セラレテ官有二帰ス （四園堡充公サI)
(2) 一人ノ独カニ依リ開設金長安，金源和，金同
シ其独有二属スルモノ い苫翡闘翼林脅靡,~)
(3) 後来婢訓ノ権利ヲ一人 萬長春，金大安，金新
二集メタルモノ （安，林源春，八賓サI) 
営利的ノモノ ） (4) 数人ノ合資二依リ開設金復興金榮登，金豊
（特別ノ権利者アル
シ若クノヽ 買収シ其出資者 萬，金滝成，金大成，
婢訓即チ有主婢,1)I ノ団体二於テ権利ヲ有ス（鰐誓碍慶安，林賓）
ルモノ
(5) 初メ特定ノ権利者ナキ 李賓興訓，抵美簡訓，
婢訓即チ佃婢＇サ,,ニシテ後（辛永安訓，林徳春，三十九結t/1 ) 
チ権利者ヲ生スルニ至リ
タルモノ
(6) 灌漑田園主ノ共同開設紅柴林佃訓，・十九結佃私有 1,~J的ニアラサルモ f :;::~: 門：：麟i:~i鼠）
l(特別ノ権利者ナキ 大三閾訓郷即チ佃婢佃サ11)r婢::~;~::に（醤讐贔靡瑞安，）
依リ灌漑田園主ノ共同管
理二帰シタル者
出典）前掲「宜蘭應管内坤訓調査書』上巻， p.3。
<'(7)の有主婢訓から佃婢訓になったものや， (5)の佃婢訓から有主婢訓になっ
たものがある。これは開設後の婢訓が大洪水等により破壊され，その用をなさ
なくなったにもかかわらず，婢訓主あるいは引水者が婢訓を修理する力がな
く，代わりに引水者や個人が修理し，そうすることによって権利が移転したこ
とによる。特に合股制に基づく婢訓は， その股イ分を譲渡することが可能なた
め，一種の投資として権利が目まぐるしく移転している。一例をあげると，漢
洲庄の水田160甲を灌漑する金復興りIi(第5図の(4)は，嘉慶16年に張閣 (3股），
鄭聰選 (1股），許守仁 (1股），高鐘祖 (1股）の計 6股の合資により開設され
たが，第6表に見られるごとく股伶は転売され，約100年の間に複雑に所有権
が移転している。これは，既述したごとく宜蘭においては大租権が認可され
ず，それゆえ淡水庁や喝硼蘭庁の富戸達は土地に投資できず，婢訓開発に資本
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第6図金復興訓の股扮の移転
6股I:こ：『::ロ7―金三和金ニジフ金芳日ご
高派文（半股）一陳泉成—陳牛一楊巨Ill  
楊雨合
(1股） 陳牛 楊巨川
招（半股） 許守仁—金長勝
鄭聰成(1股←鄭頂成(1股） 金長勝 楊鴻源 楊振芳
を出投典下）三王三三,;:t作成。
噂訓主ノ有スル植利ハ婢訓其物二封ス）レ業主櫂ヲ有スル結果トシテ水
租櫂ヲ有ス則チ引水者ヨリ水租トシテ年々一定ノ租穀ヲ牧納スルノ櫂利ナ
リ」79)
とあり，また，
「引水者ハ婢訓主二封ス）レ水租開係ノ反封嘗事者ニシテ婢訓ヨリ自己ノ水
田二給水灌漑ス．ルノ櫂利ヲ有ス）レ者ナリ（中略）
而シテ引水者ハ其引水櫂二封シ水租訓長粟徒門費其他修繕等ノ義務ヲ負担
ス水租義務ノ負担者ハ水田ノ業主即チ小租戸ナルコト勿論ナルヘシト雖賓際
ハ佃人二於テ直接婢訓主二納入ス）レヲ常トセリ」80)
とある。これを図示すると，
（水租）
婢ガi主一
（水租）-------―水田の塞主-----—ー一佃戸
（大租戸） （小租戸） ・＼ 碑を引いた小作料／
水租
（←が実際の支払い経路）
79)同上書， p.16。
80)同上書， p.28。
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となり，婢訓主は一田両主制の大租戸に類似している。
ところで，使水戸の佃戸が婢訓主に納める水租額は，宜蘭において最高で甲
当たり 4石を超えずso, 1甲田平均は 1石3斗 7升である82)。この数値は，南
部の 1甲田 7・8石から15・6石の水租と比較すればかなり低く，宜蘭が地理
的に水に恵まれ，水が豊富なためと考えられる83)。また同時に，有主婢訓と言
えどもその開設にあたりエ本や充用地を業佃戸に負担させており，その負担の
割合によって水租額も決定されている。例えば，
噂訓開設上最重要ナルハエ本及充用地ニシテ是等ハ如何ニシテ支出ジ如
何ニシテ獲得シタルモノナルヤハ各婢訓二依リ其趣ヲ異ニシ開設者二於テ全
部ヲ負擁スルアリ或ハ開設者及関係田園主間二於テ幾部ノ負櫓ヲ約シタルモ
ノアリ又充用地ハ無償有償或ハ條件附ニテ獲得シタルアリー様ナラス」84)
とあり，婢訓により異なるが，業佃戸がエ本や充用地を負担しており，それゆ
え宜蘭においては水租額が低く，この点から開墾だけでなく水利開発において
も開墾当事者の貢献が大きく，当地の開拓の一性格が窺える。
充用地の負担や水租義務等については， 当然婢訓主と業佃戸の間に合約字
（契約書）が交わされるが，その合約の当事者は婢訓主と義首・結首であり 85),
義首や結首が使水戸である業佃戸を代表して合約字を結んでいる。例えば，
「規約ノ内容ハ水租義務二隅スル規定ノ外給水ノ方法管理修繕其他ノ事故
ヲ包含ス而シテ合約ノ嘗事者ハ勿論一方二於テ婢訓主他方二於テ灌漑田園主
ニシテ合約字ハ通常二通ヲ作リ訓主及業佃戸二於テ一本ヲ取執ス然レトモ稀
ニハ一本ノミヲ作リ訓主二於テ之ヲ保管スルアリ又ハ敷通ヲ作リー本ハ官ノ
存照二供スルモノアリ合約字二署名スルハ通常灌漑厖域ノ義首又ハ結首ノミ
81)同上書， p.39, p. 63。
82)同上苔， p.60。
83)同上書， pp.63~64。
84)同上書， p.8。
85)同上書， p.11, p. 36。
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ニシテ衆佃友ハ輩二其員敷ヲ記スノミ稀ニハ多敷佃友ノ署名ヲナシタルモノ
ナキニ非ス」86)
とあり，少数の婢訓を除くと，合約字には義首または結首が灌漑区域の業佃戸
を代表して署名しており，ここにも当地の開拓の一性格が窺える。
宜蘭においては，このようにして第 7表に見られるごとく，日本が領台する
1895年までに婢訓の多くが創設され，明治 34年 (1901年）の調査時には大小80
余条の婢訓が存在し，これらの坪訓は網目状に管内を環流して耕地の隅々まで
浸潤し，その恩恵を施している87)。婢訓の創設は耕地面積の拡大を伴う。第 8
表を見ると，嘉慶15年から道光26年 (1846年）までの36年間に耕地面積は4,381
甲増加し，嘉慶15年から道光2年 (1822年）までのわずか12年間に水田が2,158
甲，畑地が 1,141甲増加している。これを第 3表の戸数・人口と比較して見る
と，嘉慶15年から道光26年までの間に戸数は6,011戸から8,363戸と 1.4倍，人
口は 62,967人から 99,105人と
1. 6倍であるのに，耕地は3.0倍
と急増している。この点につい
ては，『宜蘭縣志』に次のよう
に述べられている。
「自消嘉慶十七年設置以
後，各地墾務次第告成，檬道
光二十六年報陸田園，連前共
有七千餘甲，是年編審計有九
千餘口，至咸豊元年則増至壼
拾萬零陸千餘口，故生産消費
並茂，極一時之繁榮。嘗時蘭
地出口貨以穀米為大宗，茶葉
86)同上書， p.36。
87)同上書， p.46。
。
第8表耕地面積の推移（単位：甲）
~I 耕地面積計 l水田 I畑
嘉慶15年 2,444 2,144 300 
, 18年 3,819 3,220 599 
, 19年 4,310 3,342 968 
, 21年 5,166 3,889 1,277 
11 22年 5,710 4,302 1,408 
道光2年 5,743 4,302 1,441 
/ 9年 5,283 4,073 1,210 
II 26年 7,275 
出典）前掲「嗚甥蘭願志」巻二（下）賦役， pp.65 
~68。
甲以下は四捨五入して計算した。道光2年
から 9年にかけて耕地が減少しているの
は，洪水等によるものである。
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及樟脳次之，入口則為流泉之食用百物，江浙之綾羅網緞等，均由烏石港出
入，而在頭園，集及散普」88)
とあり，田園の増大と人口の増加は生産と消費の拡大となり，宜蘭の米は烏石
港より中国本土へ移出され，かわりに流州や泉州の食用百貨，江蘇省や浙江省
の絹織物が移入されている。ところで，すでに康熙末年から雅正初年以降，台
湾は本土の食糧不足に対する食糧基地となっており，特に福建省へは台湾米が
継続的に移出されている89)。清領台初期，台湾米の移出は禁止されていたが，
狸正 3年 (1725年）以後事実上解禁され，毎年多量の兵米・脊米が福建省へ移
出されるようになる90)。台湾米の移出は宜蘭を除いて台湾各地の米価を高騰さ
せ， 道光4年 (1824年）に宜蘭の鳥石港が開かれることによって， 鳥石港へも
商船が出入するようになる。すなわち，
「在道光初年，除喝瑞蘭外（因蘭顧無需配運兵米・脊穀或耀穀），壷郡各地均米
貴，一聞雇運，民間米債自騰・加之四年 (1824年）開彰化縣的五條港及喝瑞
蘭廟烏石港，以利糧運商船出入」91)
あるいは，
「因於道光四年 (1824年），及開彰化縣的五條港及嗚蒋蘭磨的烏石港，以利
商船出入」92)
とある。道光年間以降，このように宜蘭米を大陸へ向けて移出できるようにな
るということは，水利開発と軌を一にしており，水利開発に伴う農業生産力の
88)前掲「宜蘭縣志」巻四継清志第八篇商業篇， p.15。 同様のことは「鵬珊蘭睾志」に
次のように述べられている。「蘭中惟出稲穀，次則白李。其餘食貨百物，多取津・泉。
絲羅綾緞，則資於江・ 浙」と。巻五（上）風俗（上）， pp.196~197。
89)王世慶「清代嘉溝的米産典外錆」「蛋灘文献」第9巻第1期，民国47年， pp.18~26, 
pp. 27~31の附録表1 「清代嘉潤米穀輸出表」，安部健夫「米穀需給の研究＿「葉
正史」の一章としてみた一ー」「東洋史研究」第15巻第4号， 1957年， pp.169~173。
90)森田明「清代台湾中部の水利開発」「清代水利史研究」 1974年， p.515。
91)周省人「清代蛋溝米債誌」「豪瀾銀行季刊」第15巻第4期，民国53年， p,296。
92)周憲文「嘉灘網清史」民国69年， p.252。
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発展に基づくものと考えられる93)。
嘉慶年間の中頃より開始された水利開発は， 日本領台初期の明治33年 (1900
年）に達すると，水田面積の大幅な増大となり， 具体的には宜蘭管内の総甲数
が2万2,652甲，その内水田が 1万：6,444甲 (72.6彩），畑が 4,_512甲 (19.9彩），
山林原野等の雑種地が1,696甲 (7.5彩）となっている94)。水田の灌漑面積の内，
3分の 2は第 7表に掲げた有名な婢訓に頼り，残りの 3分の 1は無名の佃婢訓
あるいは漢水・ 湧水その他の余水に頼っている。すなわち，
「規模梢大ナル婢訓ノ灌漑二頼）レ田甲敷ハ約一萬甲ヲ算シ賓二水田線甲敷
一萬六千餘甲中ノ過半ヲ占ム）レモノニシテ此他小婢訓若ハ天水浚泉其他ノ餘
水ヲ拾フモノハ六千甲内外二過キス依是観之宜蘭水田ノ全部ハーニ婢訓ノ恵
澤二浴スルモノト云フモ語言二非ラス薔シ宜蘭ノ米産地トシテ著名ナルモ其
因弦二存スルモノニシテ産業上二寄輿スル婢訓ノ効果モ亦偉大ナリト云ハサ
ルヘカラズ」95)
とあり，日本の台湾領有前において水利施設は相当発展しており，農業生産に
貢献していたことが窺える。領台後，日本は1901年に「台湾公共婢訓規則」を
公布し， 1908年には「官設婢訓規則」を制定して，これまでの婢サI[を整備・統
合していく 96)。宜蘭においては， 1905年から1912年にかけて各婢サIが公共婢訓
に認定され，順次宜蘭第 1• 第2• 第3• 第4公共婢訓組合に統合されいく 97)0 
1921年に「水利組合令」が公布され，各公共婢洲組合は1923年に宜蘭第 1水利
組合・宜蘭第2水利組合・羅東水利組合・三星水利組合・蘇澳水利組合に改編
される98)。更に1937年までに合併が行なわれ，宜蘭第 1・宜蘭第2・羅東・三
星の各水利組合の灌漑面積は 1万7,991甲で， 30甲以上の認定外婢サIのそれは
93)森田明，前掲書， p.508~517。
94)前掲「宜蘭塵管内婢訓調査書」上巻， pp.45~46。
95)同上書， p.60。
96) 97) 98)前掲「宜蘭縣志」巻四経清志水利篇， pp.11~12。前掲「盗北州水利梗概」
pp. 5~8, pp. 45~65。
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561甲となっている99)。また， 1940年度の水田面積は 2万1,890甲，畑地面積は
5,685甲であり 100), この数値を既述の領台初期の数値と比較すると，この40年
間に水田で5,446甲，畑地で1,773甲増大しているが，これは清代に創設された
婢訓の整備・拡大に基づくものである。 1940年に再び合併が行なわれ，宜蘭第
1と第2とが宜蘭水利組合に， 羅東と三星が羅東水利組合に統合される101)0
光復直後の1946年，日本時代の組織がそのまま継承され，宜蘭水利組合が宜蘭
農田水利協会に，羅東水利組合が羅東農田水利協会と蘇澳農田水利協会に分離
・改称される。そして， 1948年にそれぞれが宜蘭水利委員会・羅東水利委員会
・蘇澳水利委員会と改称され， 1956年には更に農田水利会に改称され現在に至
っている!OZ)。ところで，光復後の 1951年の宜蘭県における耕地面積は，水田
2万731ha,畑地 7,194haであり 103りまた， 1980年末においては水田が 1万
9, 781ha, 畑地が 8,958haで，都市化現象の中で逆に耕地は減少している104)0 
水田面積の最大は 1975年の 2万1,407haであり，畑地面積のそれは 1976年の
9,426.85 haであることから105), 現在の水田は清代に開発され，日本統治期に
整備された水利施設によるもので，ここに清代の水利開発の成果を読み取るこ
とができる。
99)前掲「峯北州水利梗概」 pp.75~76, p. 68。
100)嘉北州綿務部綿務課「昭和15年嘉北州統計書」1942年， p.2。
101)前掲「宜蘭縣志」巻四経清志水利篇， p.12。 ・ 
102)同上書， p.31, p. 46, p. 62。陳仁端「台湾の稲作と水利(I)-水利実行小組合
と水利小組について一」「アジア経済」第13巻第3号， 1972年， p.64。
103)同上書，巻四継清志第二篇農業編， p.9。 ところで， 甲と haとの換算は1甲が約
0. 97haであることから， 1甲=lhaとして置き換えてもあまり支障なく，容易に換
算できるであろう。
104) 105)前掲「中華民國70年宜蘭縣統計要覧」 pp.49~50。
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皿 漢人村落の形成と廟の建立
1. 憐の設置と土囲（村荘）の建設
蘭陽平野への漢人の侵入・開墾は，既述したごとく頭囲_二囲ー→三囲
→四囲と進展し，嘉慶7年には五囲（畔の宜蘭市）に達した。嘉慶9年には
濁水浚以北一帯の開拓が緒につき，嘉慶15年には清朝の版図に入れられ，清朝
の統治するところとなるが，蘭陽平野が悉く開墾されつくしてしまったわけで
はなく，まだまだ多くの未開墾の原野が残されていた。一般に漢人の土地取得
形態には二通りあって，一つは積極的手段，もう一つは消極的手段によるもの
である。積極的手段とは公然と武力をもって「蕃族」を攻殺・駆逐し，その土
地を占拠する方法で，比較的辺螂な未開地のいわゆる「生蕃」に対して多用さ
れ， 宜蘭の開拓・南投県の捕里社への侵入はこれに属する106)。既述した呉沙
の開蘭が，郷勇民壮200余人を率い，開墾の保衛に当らしめたことはこれに相
当する。更に開墾を進めていく上において， 「蕃界」 9に割拠するアクイヤル族
の存在は漢人にとって脅威であり， 監を設けて「高山族」の出草（首狩り）に
対拠しなければならなかった。すなわち，
「監トハ生蕃ノ危害ヲ防止シテ以テ開墾ヲ保護スル為メ設備セラレタル特
殊ノ機闊ナレハ生蕃出入ノ要虞ニハ大抵溢ノ設ケ無キハナシ」107)
とある。この設監は武力をもって開墾を進めた北部台湾の特徴的な形態で，
「監丁ノ設置セラレクルハ重二北部憂湾ニシテ中部南部ハ僅カニ其ノ一部
分二過キス北部地方二於ケル溢丁ノ起源ハ賓二清暦乾隆年間二在リトス」108)
とある。宜蘭においては，
「蘭自崖薩嶺至蘇澳，幅員亥長ー百ニ・三十里。各民人田園都在山根之
106)黄富三「清代盗濁的土地問題」『食貨月刊』復刊4巻3期，民国63年， p.15。
107) 108)前掲「憂潤土地慣行一斑」第壷編， p.135, p. 134。
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下，遠望則層轡昼障，皆由東南而趨西北；近至山脚，則皆雨山封列。其中有
鳥道硲径，一似天生門戸・容生番出没者。生番尚武勇・性嗜殺， 或五•六
名，或三•四名，潜縦出山，伏在青深林密之中。見行人多，則匿而不動，行
人即由其身芳而過，亦不之覺；若ー・ニ人往過，彼手錬極準，従背後一射，
已中入要害癸。全壷雖各有生番之害，惟蘭地賓逼慮此，其害尤甚。肌哩沙哺額
刺「王」字者，尤逼近，尤兇悪；不論熟番・土番，亦時受其荼毒。此雖緯捕
兵役，断不敢菜入其阻。若云山邊裁捕，而生番性更狡酷，無従撒其出没時地。
間有民人請糾郷勇自入剰捕，而嘗道以事闘重大・路径不熟・種類不分，其殺
人為害者，無従彿別，諭令不得胃昧起鉾。第設溢防堵，是一常法耳；究嘗謀
一良策，以杜其出擾也。」109)
と述べられており，漢人の田園は山根の下にあって，山脚に至れば両山が対列
し，「生蕃」が山を出て深林に身を密し，行人を襲う。 この「蕃害」は全台湾
に存在するが，宜蘭は「蕃地」にせまり，その害は特に甚しい。そして夙哩沙
哺の額に「王」字の刺青した者は特に兇悪であった。この出擾に対して，ただ
監を設けて防止するのが唯一の方法であった。
当初の設陰は，呉沙の開蘭時から受け継いだ民溢で，規模もさして大きくは
なく，民壮寮と名付けられていたUO)。そして，溢首・監丁の口糧及び諸費は付
近の課租地の佃戸より甲数で割り当てて納付せしめ，溢首自らが徴収してい
たlll)。 ところが， 道光2年 (1822年）に喝弱蘭通判の呂志恒は官監を設けて
「生蕃」から防守するため，陰首・溢丁に陰地を分給し，佃戸より溢租を徴収
することなく， 監首・陰丁自らが耕して口糧とさせたll2)。当時溢は19カ所に
設けられ， 道光 9年 (1829年）の『東槌紀略』には， 次のように述べられてい
る。
109)前掲「嗚珊蘭顧志」巻五（下）風俗（下）， pp.234~236。
110)伊能嘉矩「嘉灘文化志」下巻，， 1965年， p.795。
111)前掲「蛋灘土地慣行一斑」第甕編， p.136。
112)伊能嘉矩，前掲書，下巻， p.796。
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「嗚瑞蘭地勢，東面海，西・南・北三面皆山。所在生番出没。自設官後，
沿山次第設溢，以壮丁守之。二十一・ニ年間，猶有生番逸出殺人，今則防堵
益密，林木伐平，沿山皆成溢田，而居民安堵失。自三豹入鴫瑞蘭首境；為遠
望坑，民牡寮在焉，始用以開道，織以護送行人。過遠望而南，為大里簡，設
民壮寮輿遠望同。自大里簡以南，乃沿山設溢，各有田園甲敷十甲，以為口糧
：日梗坊・烏石港・金面山・白石・湯園・柴園・三園・ 四園一結・四園二結
• 四園三結・旱淫（又名枕頭山）・大湖・夙哩沙南・鹿埴• 清水溝・崩山・員
山荘・馬賽・施八坑（新設）。
以上溢地十九ケ所，北自梗坊，南至施八坑，不過棄界外敷百甲之地，免其
陸科，陰丁貪利，壷力守之，而蘭民無番患焉」113)
とあって，設溢することによって蘭民に「蕃患」なしとある。更に道光18~19
年 (1838年~39年），通判の季任は溢制の刷新を図るべく，喝瑞蘭沿山に20監を
完設し，溢丁を 181名配備する114)。 しかし， これで「蕃害」なるものが消滅
したわけでは決してなく，漢人の開墾が進展していくにつれ，生活地を奪われ
た「高山族」は漢人を襲撃する。すなわち，
「時二漢人ハ日ヲ逐テ増殖シ已二目的ヲ平地二達シ次第二地ヲ開キ衆ヲ成
シ以テ青山二近遍スルカ為メ山地生蕃ノ禍害ハ随テ多ク登生シ北ハ金面山，
白石山脚，湯園柴園四園等ノ沿山ヨリ塵城ノ西面ナル三閾大婢枕頭山大湖内
湖等ヲ経テ南ハ鹿捕員山馬賽施八坑等ノ要所二陰防ヲ設ケクルモ生蕃ハ隙二
乗シテ民庄二出波シ獨リ行人ヲ伺殺スルノミナラス公然民家二風入シ兇行ヲ
退スルニ至ル」115)
とあり，その具体例を示すと，
「道光二十四年二月二十日ノ夜兇蕃アリ清水溝堡祠仔林庄二侵入シ楊士芳
ノ家ヲ園ム其ノ母ハ蕃ノ為メ左足ヲ銃傷セラレディトル其ノ父之ヲ救ハントシ
113)前掲「東橙紀略」巻三，沿邊各陰， pp.82~83。
114)伊能嘉矩，前掲書，下巻， p.797。前掲『嗚珊蘭塵志」巻二（上）規制， pp.49~51。
115) 116)前掲「憂北理蕃志」上編， pp.73~7 4,p. 7 4。
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テ又鎖傷ヲ受ケクリ士芳急二木卓ヲ推倒シテ以テ門ヲ塞ク蕃卓ヲ鍮テ入｝レ其
兄文生ナルモノ蕃ー名ヲ鎖殺ス蕃方二園ヲ解テ逃ルル時其ノ屋ハ蕃二放火セ
ラレタリ火勢未夕熾ナラサルニ蕃已二退キ隣佑趣来シテ之ヲ撲滅シタリト云
フ其ノ他或ハ大村市二近ツキ或ハ湊ヲ渉リ願城二近クコトアリ時ニ一家敷人
ヲ馘シ又全家ヲ塵殺スルコトアリシト云フ」116)
とある。このような「蕃害」は日本領台後も続き，台湾総督府が軍隊を派遣し
て弾圧することによって漸く治まる117)0 
一方，侵略者である漢人は設溢によって「高山族」の「出草」から身を守る
だけではなく， 自己の集落の周りに刺竹を植えたり，土塀や石塀をめぐらし
て，「高山族」の攻撃を防いだ。それゆえ， 土名（村落が形成された当初の地名）
に「囲」や「城」・「堵」（土垣の意）の付いたものが多く見られ，これらは全て
防「蕃」建造物である118)。例えば，「東槌紀略」に，
「民人所居，自五園之外，尚有員山・淡洲・羅東・湯園・柴園・大湖園・
三十九結園・都美鶴園・勢勢園・下漢洲・幾穆携・辛那竿等虞，及園外零戸」119)
とあり，民人が居住するところは囲内であり，囲外の居住者がわずかであるこ
とが窺える。このように当初の村落形成は防衛の理由もあって集村をなしてお
り，治安が確立してくるにつれ散村となっていく。すなわち，冨田芳郎氏によ
れば，
「宜蘭平野では大租戸開墾とは異なった組織を採られたが，開墾嘗初は山
脚地帯に頭園までの防衛的集村を形成し，治安の整ふにつれて平野には散村
が出来たのである」120)
117)宜蘭市内には現在でも，明治 36年1月の清水渓，明治41年6月の大南溶でのいわゆ
る「生蕃討伐」で戦死した軍人等の慰霊塔が当時のまま残っている。 この塔は明治
42年3月に建立されており， 碑文には官蘭顧下紳士商庶総代として，、多くの漢人の
名前が見られる。
118)安倍明義「嘉灘地名研究」 1937年， pp.54~56。
119)前掲『東磋紀略」巻三，嗚珊蘭原始， p.75。
120)冨田芳郎「蛋灘棗落の研究」『嘉濶文化論叢」 1943年， p.159。
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とある。現在では，山間や山裾の村落を除いて，平地の多くの村落は散村形態
となっている。
しかし，集村であれ散村であれ， これらの村落には必ず村廟が存在してい
る。開拓当初には村廟はなく，単なる土地神（福徳正神）を祀っているが，経
済的余裕ができると同時に村廟を建立し，各種の神像を祀り始める。この村廟
は「高山族」や自然災害・病気等の脅威に対する神頼み，あるいは開墾におけ
る村落民の団結の為の精神的支柱として，村落民にとって欠くことのできない
共有物であり，村落が形成されると建立されるのが一般的である。宜蘭にお
ける年代別廟建立数を第 9表から見ると，開拓の始まった嘉慶年間以降，廟の
建立数は急激に増加しており，日本領台期まで続いている。例えば，初めて漢
人の集落となった頭囲では， 慶元宮(~馬祖廟）が嘉慶元年， 城隆廟が嘉慶5年
(1800年）に建立されており，二囲では威恵廟（開流聖王）が嘉慶3年 (1798
年）121), 五囲では社稜壇嘉慶17年， 雲雨風雷壇嘉慶18年 (1813年），先農壇（五
穀廟）嘉慶17年，火神廟嘉慶25年 (1820年），城隆廟嘉慶18年， 関帝廟嘉慶13年
(1808年）文昌廟嘉慶23年 (1818年）， 天后廟（娼祖廟）嘉慶13年，昭王廟嘉慶15
年，倉王廟嘉慶20年 (1815年），孔子廟同治 8年 (1869年），東嶽廟光緒4年 (18
78年）に建立されている122)。頭囲や二囲における娠祖は福建人が，開流聖王は
流州人が好んで祀る神であり，城陸爺はあの世における役人で，官の所在地に
は必ず祀られている。また五囲の各廟は蛤仔難が官の統治するところとなり，
喝瑞蘭庁が設置されるに及んで，官・官民・居民により建立されており，ここ
に官による神系統の支配が窺えると同時に，地縁集団の形成も窺える。
2. 村落の形成と村廟の建立
既述したごとく宜蘭においては嘉慶年間以降，廟の建立が急増しており，こ
れは開墾が進展し村落が形成されたことと密接に関連していた。これらの廟に
121)宜蘭縣民政局文献課「宜蘭縣寺廟専輯J民国68年， pp.25~29。
122)前掲『鵬珊蘭靡志」巻三（中）祀典， pp.116~118。
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第9表宜蘭における年代別廟建立数
年 代 廟建立数
乾 隆 (60年間） 4 
嘉 慶 (25,,) 19 
道 光 (3QII) 16 
咸 豊 (il,,) 28 
同 治 (13II) 13 
光 緒 (20,,) 29 
日本時代 (5QII) 104 
光復後 (1945年以降） 22 
不 明 42 
計 277 
祀られている主神の多くは，開
拓農民が身の安全や一家の平安
を祈るために大陸から持って来
たもので，いつの間にか霊験が
あるということから村民間に祀
られ，一定程度の経済発展を基
盤にして廟が建立されることに
よって，廟内に奉納されたもの
である。また，村の周囲に祀ら
れていた土地公（福徳正神）も
廟の創建と同時に合祀されたり
もする。
筆者が調査した村廟は第10表
出典）林衡道「台湾寺廟大全」民国63年， pp.80 
~98。但し，道光には咸豊以前建立の廟1
件，光緒には光緒年間建立の廟2件，日本
時代には重建の廟1件，光復後には改建の
廟4件，不明の中には，清代6件，清初1
件，清代中1件，清末1件をそれぞれ含 のごとくである。この表には，
廟を祀っている地域単位（祭祀
圏）の不明な廟， 都市化の中で祭祀圏を明確にすることが困難な廟，祭祀圏が
む。
村落の範囲を飛び越える廟，無縁仏を祀る萬善祠や大衆爺廟は含めていない。
例えば，金儲けを目的にして建てられた廟や，既述の頭城鎮や宜蘭市の中心街
にある廟は含めていない。後者の廟は歴史も古く，それゆえ街の歴史をも知り
得ることが可能であるが，筆者の考察の対象はあくまで村廟であり，記載しな
かった。また，員山郷尚徳村（上三閻二）には尚徳村（下三閻二）の慈恵寺と同
名の廟があるが，これは下三閾二の慈恵寺が崩れたので，尚徳村（上三閻二）．
恵好村・葉巷村・湖西村・湖東村 9逸仙村・内城村・深溝村・湖北村の 9カ村
で慈恵寺を上三閻二に建て，観音の神像を旧廟から移した。下三閥二は慈恵
寺を再建し，観音を取り返すが，上三閾二の慈恵寺はそのまま祭祀圏の広い廟
として現在でも運営されてい・る。しかし，これも省いた。
さて，第10表には各村廟の創建時期を出来るだけ詳しく記載した。”本表から
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言えることは，三星郷や大同郷が本来「高山族」の居住の山地で，日本時代に
入ってようやく開墾が始まり， それゆえ廟の建立時期が遅いということであ
る。例えば，大同郷松羅村には 8戸の漢人が居住し商売をしているが， その
人達によって福徳廟が祀られており， また，牛闘村にも約20戸の漢人集落が
、あり，震安宮を祀っているが，現在でも両集落は「高山族」の集落であり，彼
らは写真35,36に見られるようにキリスト教を信仰している。漢人がこれらの
地域に入るのは治安が確立する日本統治期の後半以降と思われる。同様に員山
郷や冬山郷の山裾の村も開発が遅く，廟の建立が清末から日本時代にかけて行
なわれており，比較的遅い。これら奥地の村廟は広東人の祀る三山国王が主神
であり，福建省出身の流州人との械闘に敗れ，辺境を開拓せざるを得なくなっ
たことについては既述した。その他の地域は平坦地で最も早く開墾が行なわ
れ，それゆえに村廟の建立も早い。ただ，不明確なのは頭城鎮の村廟である。
頭城鎮は漢人が最も早期に入った地域であるが，宜蘭平野への回廊にあたり，
単なる通過点であって，頭城街（頭囲）を除いて村落形成が遅く， それゆえ村
廟の建立時期も遅いのではないかと考えられる。また，台北方面から頭城街に
達するまでは山が海に逼り，大きな集落は形成できず，海岸線沿いに小集落し
かできず，防衛上のこともあって村落形成が遅く・なったと考えられる。上記の
点については，第7図に各村廟の位置を示したので，村廟の位置と建立時期と
を比較すれば，村落の形成時期がより一層明確となるであろう。
次に，村廟と村廟を祀る村落の変遷を見たのが第11表である。前出の第 1
表・ 2表・ 4表・ 5表には宜蘭の村落名の全てを掲載し，村落の変遷を考察し
た。ここでは村廟の祭祀圏との関連で考察する。まず，祭祀圏の変遷は次の 4
つに分類することができる。 (1)清代の庄の中の 1部落が現在の村里の 1部落と
なったもの， (2)庄の中の 1部落が 1村里となったもの， (3)1庄が 1村里となっ
たもの， (4)1庄が数村里となったものである。これに第11表を当てはめて整理
すると第12表となる。第12表に見られる通り，廟の運営は庄の中の 1部落か庄
によって行なわれている。前者の庄はその中に土名を持ついくつかの部落を含
77 
第
10
表
村
廟
の
創
建
時
期
と
そ
の
主
神
7
8
 
番
村
廟
の
創
建
時
期
市
・
鎮
・
郷
廟
名
林
衡
道
I文
献
委
I増
田
福
太
郎
Iそ
の
他
廟
の
主
神
備
考
方ロ
頭
城
鎮
1
 
福
徳
廟
民
国
初
年
(1
91
2)
土
地
公
2
 
慶
天
宮
玉
皇
大
帝
3
 
接
天
宮
民
国
15
年
(1
92
6頃)
 
玄
天
上
帝
4
 
理
安
宮
同
治
9
年
(1
87
0)
三
王
公
三
王
公
廟
と
も
言
う
。
礁
淡
郷
5
 
保
安
廟
光
緒
初
年
(1
87
5)
光
緒
初
年
光
緒
20
年
(1
89
4)
開
流
聖
王
咸
豊
年
間
に
開
拓
。
牡
囲
郷
6
 
永
鎮
廟
乾
隆
9
年
(1
74
4)
乾
隆
9
年
嘉
慶
元
年
(1
79
6)
開
流
聖
王
乾
隆
9
年
は
流
州
人
・
陳
鎮
民
と陳
地福
に老
陸が
神し
像た
年を
も
っ
て
こ
の
上
で
あ
る
。
宜
蘭
市
7
 
神
福
宮
道
光
16
年
(1
83
6)
土
地
公
，
神
農
大
帝
8
 
福
徳
廟
、
土
地
公
，
 
進
福
廟
（
民
国
17
年
重
建
）
道
光
22
年
(1
84
2)
関
帝
，
土
地
公
庄
民
の
移
住
開
墾
成
功
し
た
る
を神
以て
廟し
宇て
崇を
建敬
設し
し来
，
 鎮
守
の
と
た
れ
る。
_10
 
三
福
廟
光
緒
初
年
三
宮
大
帝
，
土
地
公
員
山
郷
11
 
西
山
廟
宣
統
2
年
(1
91
0)
民
国
前
4
年
関
帝
本
来
は
同
治
5
年
(1
86
6年
）
に
(1
90
8)
 
建
て
ら
れ
た
士
地
廟
。
12
 
普
恩
廟
民
国
5
年
(1
91
6)
三
山
国
王
13
 
慈
恵
寺
光
緒
26
年
(1
90
0頃)
 
道
光
24
年
(1
84
4)
観
音
『
宜
蘭
史
略
」
(p
.
62
)
に
は
嘉
慶
20
年
(1
81
5年
）
と
あ
る
。
14
 
普
照
寺
観
音
12
0
年
前
大
陸
か
ら
神
像
を
も
っ
て
き
た
。
15
 
再
興
宮
乾
隆
末
年
乾
隆
末
年
張
公
聖
君
五
結
郷
16
 
省
民
堂
道
光
年
間
司
命
仕
君
，
関
帝
17
 
霊
恵
廟
嘉
慶
初
年
(1
79
6)
嘉
慶
初
年
開
流
聖
王
猫
正
年
間
に
陳
快
の
先
代
が
滝
州
よ
り
神
像
を
も
っ
て
き
た
。
?
? 醤固
汁懐
『蔑
遥器
瀕」
瀕
34
~f
fi
? ? ?
?
?
?
?
?
?
18
 
順
安
宮
（
民
国
46
年
重
修
）
天
上
聖
母
乾
隆
30
年
(1
76
5年
）
大
陸
か
ら
神
像
を
も
っ
て
き
た
。
19
 
協
天
廟
同
治
初
年
(1
86
2)
同
治
初
年
土
地
公
，
関
帝
本
来
，
土
地
廟
で
あ
っ
た
。
20
 
鎮
安
廟
乾
隆
中
葉
乾
隆
中
葉
乾
隆
51
年
(1
78
6)
三
王
公
21
 
福
徳
廟
乾
隆
中
葉
乾
隆
中
葉
民
国
前
11
年(1
 
土
地
公
三
星
郷
22
 
玉
雲
宮
90
1)
 
玉
皇
大
帝
23
 
顕
微
宮
民
国
38
年
(1
94
9)
三
宮
大
帝
24
 
泰
安
宮
国
聖
爺
（
鄭
成
功
）
25
 
福
徳
廟
土
地
公
冬
山
郷
26
 
振
安
宮
清
代
清
代
三
山
国
王
27
 
永
安
宮
光
緒
2
年
(1
87
6)
光
緒
11
年
(1
88
5)
乾
隆
7
年
(1
74
2)
三
山
国
王
28
 
保
安
宮
道
光
年
間
道
光
初
年
(1
82
1)
趙
元
師
本
来
，
丸
山
村
，
九
宝
村
，
中
山
村
の
3
村
で
祀
っ
て
い
た
。
29
 
訓
民
堂
光
緒
29
年
(1
90
3)
救
世
真
人
村
民
10
0名
が
2
元
づ
つ
出
し
，
20
0元
を
基
金
と
す
る
。
30
 
永
福
宮
民
国
前
12
年
三
山
国
王
永
安
宮
よ
り
分
香
。
31
 
鎮
安
宮
同
治
元
年
同
治
元
年
(1
90
0)
 
三
山
国
王
32
 
調
訓
宮
玄
天
上
帝
大
同
郷
33
 
福
徳
廟
土
地
公
34
 
震
安
宮
20
数
年
前
三
王
公
出
典
）
調
査
に
よ
る
聞
き
取
り
と
，
前
掲
『
台
溝
寺
廟
大
全
』
，
宜
蘭
縣
民
政
局
文
献
課
「
宜
蘭
縣
寺
廟
専
輯
』
（
宜
蘭
文
献
叢
刊
）
民
国
68
年
，
増
田
福
太
郎
「
棗
湾
の
宗
教
」
19
39
年
よ
り
作
成
。
そ
の
他
は
，
聞
き
取
り
，
廟
内
の
碑
文
，
廟
発
行
の
小
冊
子
類
に
よ
る
。
廟
の
番
号
は
写
真
番
号
と
同
じ
で
あ
る
。
?
?
? ?
?
?
? ?
?
? ??
?
?
? ?
?
?
?
（
?
?
）
?
?
?
?
?
?
第
11
表
村
廟
?
村
落
の
変
遷
番号
廟
名
村
落
の
変
遷
市
・
鎮
・
郷
I
 
I
 
清
代
日
本
時
代
光
復
初
期
現
在
頭
城
鎮
1
 
福
徳
廟
梗
坊
庄
梗
訪
梗
坊
更
新
里
2
 
慶
天
宮
港澳
庄（
〔外
小澳
澳）
〕
港
澳
（
外
澳
）
外
澳
外
澳
里
3
 
接
天
宮
港澳
〔匠
庄寮
（外
・澳
山羊
）
洞
→
大
澳
〕
港
澳
（
外
澳
）
外
澳
外
澳
里
4
 
理
安
宮
港澳
庄〔
（大
外澳
澳〕
）
 
港
澳
（
外
澳
）
外
澳
外
澳
里
礁
淡
郷
5
 
保
安
廟
飽
杓
裔
庄
鞄
杓
裔
舘
裔
舘
裔
村
牡
囲
郷
6
 
永
鎮
廟
三
塊
暦
庄
三
塊
暦
永
鎮
永
鎮
村
宜
蘭
市
7
 
神
福
宮
牡二
庄（
（上
下牡
牡二
二）
）
 
南
町
（
壮
二
）
慣翡
｛凱
南津
旋里里
8
 
福
徳
廟
金
六
結
（
七
結
）
宮
前
町
（
七
結
）
思
源
思
源
里
，
 
進
福
廟
四
闊
庄
（
四
閻ー
）
南
町
（
四
岡
一
）
建
業
建
業
里
10
 
三
福
廟
四
岡
庄
（
四
閻
三
）
南
町
（
四
閾
三
）
南
橋
南
橋
里
員
山
郷
11
 
西
山
廟
這庄
〔（
溢陵
界丁
城）
〕
大
湖
（
陵
界
）
陵
界
湖
西
村
12
 
普
恩
廟
大湖
庄（
（（
茄大
八湖
十茎
林底
佃仔
））
 ）
 
大湖
（（
茄大
湖疼
林）
）
 
茄
苓
林醤
犀逸仙
月村
大大港
港
21
部部
落落
13
 
慈
恵
寺
三
閻
庄
（
大
三
閻
）
下
三
閻
二
三
岡
二
（
三
閻
村
）
尚
徳
村
14
 
普
照
寺
外
員
山
庄
外
員
山
外
員
山
員
山
村
15
 
再
興
宮
浮
洲
庄
浮
洲
淡
浦
七
賢
村
五
結
郷
16
 
省
民
堂
頂
三
結
庄
頂
三
結
．三
結
三
結
村
17
 
霊
恵
廟
下
三
結
庄
下
三
結
三
吉
（
三
吉
村
）
大
吉
村
18
 
順
安
宮
下
三
結
庄
（
大
旗
尾
）
下
三
結
（
大
旗
尾
）
大
吉
大
吉
村
?
?
蚕固
汁撫
「撰
遮齢
津』
瀕
34
~f
fi
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
19
 
協
天
廟
下
三
結
庄
（
大
旗
尾
）
下
三
結
（
大
旗
尾
）
大
吉
大
吉
村
20
 
鎮
安
廟
ニ
結
庄
ニ
結
｛復双
興結，
，
学西
進河
，
 旧
街
｛復
鎮興
安村
村，
，
学双
結進
村村，
西
21
 
福
徳
廟
ニ
結
庄
ニ
結
｛結
復興
，
，西
学河
進，
旧街
，
双
慣
喜
甘
：
書
麒
，
鎮
三
星
郷
22
 
玉
雲
宮
粗
坑
第
7
保
中
華
村
23
 
顕
微
宮
阿
里
史
庄
（
阿
里
史
大
湖
）
阿
里
史
（
阿
里
史
大
湖
）
第
12
保
．
 
洪
照
村
24
 
泰
安
宮
阿
里
史
庄
（
＋
九
結
）
阿
里
史
（
十
九
結
）
第
11
保
行
健
村
25
 
福
徳
廟
阿
里
史
庄
（
石
頭
囲
）
阿
里
史
（
石
頭
囲
）
第
11
保
行
健
村
冬
山
郷
26
 
振
安
宮
鹿
捕
庄
（
茅
埴
城
）
茅
埴
囲
得
安
得
安
村
27
 
永
安
宮
順
安
庄
順
安
順
安
順
安
村
28
 
保
安
宮
員
山
庄
員
山
員
山
丸
山
村
29
 
訓
民
堂
員
山
庄
（
八
宝
）
員
山
（
八
宝
）
八
宝
九
宝
村
30
 
永
福
宮
太
和
庄
太
和
太
和
太
和
村
31
 
鎮
安
宮
鹿
捕
庄
（
松
樹
門
）
鹿
埴
（
松
樹
門
）
鹿
埴
鹿
埴
村
32
 
調
訓
宮
鹿
埴
庄
（
龍
目
井
）
鹿
捕
（
龍
目
井
）
鹿
捕
鹿
浦
村
大
同
郷
33
 
福
徳
廟
松
羅
社
松
羅
社
松
羅
松
羅
村
34
 
震
安
宮
牛
闘
社
牛
闘
社
松
羅
牛
闘
村
河
村
安
村
出
典
）
調
査
に
よ
る
聞
き
取
り
と
前
掲
『
宜
蘭
縣
志
』
，
前
掲
「
宜
蘭
史
略
』
，
前
掲
「
宜
蘭
鹿
管
内
婢
訓
調
査
書
』
上
巻
よ
り
作
成
。
（
 ）
は
土
名
あ
る
い
は
小
字
。
（
三
蘭
村
）
，
（
三
吉
村
）
は
光
復
後
1
村
と
し
て
存
在
し
た
が
，
人
口
減
少
の
た
め
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
尚
徳
村
，
大
吉
村
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
廟
の
番
号
は
写
真
番
号
と
同
じ
で
あ
る
。
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
?
?
（
?
?
）
?
?
?
?
370 闊西大學『純清論集」第34巻第3号 (1984年 7月）
第1図村廟と家廟の位置
?
?
北
?
大
?
郷 _ / 
r・',, 
‘ヽ--
_,, -
”‘ 
郷
?
澳
し~______l,Okm
?
82 
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 371 
第12表村廟の祭祀単位の分類
分類 清代から現代までの変遷
1 I庄の中の部落ー→村里の中の部落
2 I庄の中の部落ー→村里
3 庄 一村里
?
庄 ー→数村里
村廟の祭杞単位の分類
2, 3, 4, 1, 13, 17, 18, 19, 24, 25, 
28, 29, 31, 32 
9, 10 
1, 5, 6, 8, 14, 15, 16, 2, 23, 26, 27, 
30, 3, 34 
7, 12, 20, 21 
出典）第1表より作成。
んでおり，清末にはそれらの部落のいくつかが庄となっていることから， (3)に
相当し， 8・23・26は(1)ではなく (3)に入れた。また，庄の下の部落であって
も， (2)の9・10のごとく各集落は離れており，実質上 1つの村落と見なされ得
る部落がある。同様に， 11• 13・17・18・19・24・25・31も1つの集落が 1つ
の廟を祀っている。このように見てくると，廟は庄とか部落という開拓当初の
集落によって運営されており，行政的にそれらの集落がどのように変遷して
も，基本的にその祭祀単位は変わっていないことが理解できる。この点は(4)に
分類した清代の庄が現在数村里に分離している 7・12・20・21においても同様
であり，祭祀単位は変わらない。ただ， 28の保安宮と29の訓民堂はこの例外を
なす。丸山村の保安宮は当初員山庄（丸山村，九宝村，中山村）で祀っていたが，
九宝村は保安宮までの距離が遠く不便であるという理由で，光緒29年 (1903年）
に訓民堂を独自に建てて分離し，民国40年 (1951年）に中山村も南山宮を建て，
同様に分離している。
以上のごとく，廟は 1集落に 1宇以上存在し，それゆえ村廟と名付けるので
あるが，建立以後それらの集落が拡大し行政的枠組を越えても，あるいは帰属
する行政単位が変遷しても，村廟の祭祀圏は変わっていない。 この点におい
て，開拓当初形成された地縁集団は現在にまで大きく変化することなく受け継
がれ，集村から散村となった平野部においても同様であり，地縁結合の強固な
存続を読みとることができる。また，第4図に見たごとく，村廟にはその地域
を開拓した先賢の神位が祀られており，例えば，得安村・振安宮の「開得安村
83 
372 闊西大學「罷清論集」第34巻第3号 (1984年7月）
写真2 頭城鎮外澳里の慶天
宮。
84 
写真 1 頭城鎮更新里の福徳
廟。
写真3 頭城鎮外澳里の接天
宮。
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） '373 
写真4 頭城鎮外澳里の理安
宮。
写真6 牡囲郷永鎮村の永鎮
廟。
写真5 礁淡郷能裔村の保安
廟。
85 
374 醐西大學「純清論集」第34巻第 3号 (1984年7月）
写真8 宜蘭市思源里の福徳
廟。
86 
写真7 宜蘭市南津里・凱旋里
の神福宮。
写真9 宜蘭市建業里の進福
廟。・
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 375 
写真10 宜蘭市南橋里の三福
廟。
写真12 員山郷湖東村・湖北村
・逸仙村の普恩廟。
写真1 員山郷湖西村の西山
廟。
87 
376 闊西大學『綬清論集』第34巻第3号 (1984年7月）
写真14 員山郷員山村の普照
寺。
88 
写真13 員山郷三閲村の慈恵
寺。
写真15 員山郷七賢村の再興
宮。左端に見えるのが古い
再興宮。
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 377
鞠
『?????。 ??? ???? ? ?
::群餌＄ 騨蕊
鰯
写劇‘五結郷三結榊省民雲雲蕊溌鍵溌溌綴灘溌堂。 ‐
写真17五結郷三吉村の霊恵
廟。
篝
???
腿。:ﾛ：
.￥.L
羅鍵灘蕊蕊篝溌写真18五結郷大吉村の順安宮。
89
378 閣西大學『綬渭論集」第34巻第 3号 (1984年7月）
写真20 五結郷復興村・学進村
・鎮安村・双結村・西河村
の鎮安廟。
90 
写真19 五結郷大吉村の協天
廟，本来は土地廟であっ
た。
写真21 五結郷復興村・学進村
・鎮安村・双結村・西河村
の福徳廟。鎮安廟の裏の集
落にある。
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 379 
写真2 三星郷中華村の玉雲
宮。
写真24 三星郷行健村十九結の
泰安宮。
写真23 三星郷棋照村の顕微
宮。
91 
380 闊西大學「紐清論集」第34巻第3号 (1984年7月）
写真26 冬山郷得安村の振安
宮。
92 
写真25 三星郷行健村石頭囲の
福徳廟。
写真2? 冬山郷順安荘の永安
宮。
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 381 
写真28 冬山郷丸山村の保安
宮。
写真30 冬山郷太和村の永福
宮。
. ~、·--·· ・--・--・ ・・-
写真29 冬山郷九宝村の訓民
堂。
93 
382 闊西大學「紐清論集」第34巻第3号 (1984年7月）
写真32 冬山郷鹿捕村龍目井の
調訓宮。 ‘ 
94 
写真31 冬山郷鹿埴村松樹門の
鎮安宮。
写真3 大同郷松羅村の漢人が
祀る福徳廟。
台湾北東部漢人村落の形成とその展開（下）（石田） 383 
写真34 大同郷牛闘村の漢人集
落にある震安宮。
写真36 大同郷牛闘村にある基
督長老教会。
写真35 大同郷牛闘村にある天
主堂。
95 
384 闊西大學「綬清論集」第34巻第3号 (1984年7月）
第8図松樹門開拓者の神位 三拾六名先＇員神位」，順安村・永安宮の「先賢
＇ 功徳禄位公一派神座」， 丸山村・保安宮の「湧
松 開
????
?????
???
????
東筆開紅水溝保八宝庄田園墾首総結首職聖黄謡
仁寿仝男禅芳長生禄位」，鹿捕村松樹門・鎮安
宮の神位（第 8 図）がそれである。•これらは開
拓村と村廟との関係性を示すとともに，地縁的
村落（雑姓村落）の一特徴を示している。
3. 同族結合の未発達
宜蘭においては第13表に見られるごとく，同．
族村落は少なく，雑姓村落が多い。壮四や下三
出典）鹿埴松樹門の鎮安宮にて結では林姓が過半数を占めているが，これらの
筆写。 林姓は同姓であって同族ではない。このように
同族村が少ない原因として，二つのことが考えられる。一つは移民集団に同族
集団が見られないためである。すなわち，宜蘭の開墾者の多くは北部からの単
身の流民で，同族で入植している者は少ない。例えば，第 3表より 1戸当りの
家族数を見ると，開拓が緒についた1810~13年では 3.0人ときわめて少なく，
開拓が濁水淡を越し羅東に達する1814年以降には10.3人に増加し，咸豊初年の
1951年には12.7人となっている。二つに，開墾集団の中から同族集団を形成す
るに至るまでの余裕がなかったことである。台湾において同族集団で開拓が行＇
なわれ，村落が形成されるという事例は少なく，多くは出身地を同じくする者
達によって地縁的雑姓村落が形成され，水利開発等による農業生産力の発展に
伴い，有力な族の出現により同族的結合が計られ，同族村落へ発展していくの
が台湾における同族村落形成の一般的形態である 123)。 しかるに， 宜蘭におい
ては開発の歴史が新しく，しかも「高山族」との緊張関係において結首を中心
123)荘英章「林坦捕ー一一個蜜濶市鎖的社會継清登展史』，民国66年， pp.190~196。
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第13表宜蘭における雑姓村
地 区 1村名け噂： I姓数l 大姓戸の百分率（ ）は彩
宜蘭郡宜蘭街 壮一 296 52 林(22.0), 陳(8.4), 黄(8.4), 李(7.8), 楊(5.4)
牡二 229 32 李(31.4), 林(15.3), 張(8.3), 陳(7.4), 黄(6.1)
．牡三 170 25 林(36.5), 黄(6.5), 李(5.3), 葉(5.3), 陳(4.1)
牡四 63 13 林(65.1),陳(6.3), 王(6.3), 李(4.8), 張(3.2)
牡五 138 21 陳(22.4), 林(16.4), 王(11.2), 呉(9.7), 李(7.5)
牡六 60 20 滸(35.0), 頼(16.7), 林(13.3), 李(5.0), 呂(3.3)
牡七 117 22 林(32.5), 李(7.7), 頼(7.7), 葉(6.8), 荘(6.8)
羅東郡五結庄 頂三結 100 17 林(26.0), 頼(24.0), 沈(11.0), 鐘(9.0), 李(4.0)
下三結 240 33 林(53.3), 頼(7.,5),黄(3.8), 鷹(3.8), 頼(2.9)
頂五結 247 31 林(23.1),黄(17.4), 陳(13.0), 張(12.6),余(5.7) 
下五結 121 17 陳(33.9), 許(22.2), 林(9.1),張(6.6), 楊(6.6)
出典）冨田芳郎「憂溝衆落の研究」『蛋湾文化論叢」清水書店， 1943年， p.180,p.183。
陳紹馨「憂溝的人口愛遷興社會愛遷」聯経出版事業公司．民国68年， p.438, p. 
440。但し，壮ーは集村であるが，牡一以外は全て散村である。
にした開墾集団が長期間維持されねばならず，また，水利開発においても外部
者の投資によって行なわれ，同族的発展の契機を欠いていた124)0 
同族結合の未発達は械闘にも反映されており，宜蘭において出身地別械闘は
あっても異族間械闘は見られない。ただ同治年間に 1例のみが見られる。それ
は， 同治13年 (1874年）に西皮派と福禄派の楽派間に， 互いに崇信する神霊と
奏唱する鼓楽が相違することにより生じた，2,000名に及ぶ分類械闘である125)0 
この械闘は異族間械闘ではなく分籍械闘といえるものであるが，この械闘が生
じる前， すなわち同治4年 (1869年）に羅東地方において林・李の両姓が賭事
で争いとなり，陳姓が調停するも林姓がこれに肯ぜず，李・ 陳両姓と林姓との
械闘に発展し，更に日頃の西皮•福禄の争渦に牽引せられて全蘭に及んだ事件
124) Cho-Yun Hsu'I-LAN IN THE FIRST HALF OF THE 19 TH CENTURY', 
"Bulletin of the Institute of Ethnology", Academia Sinica, No. 3. 1972年，
pp. 66~67。
125)前掲「宜蘭縣志』大事記， p.1, 巻首下略史， pp.33~34, 伊能嘉矩，前掲書，上
巻， pp.954~956。
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がある 126)。 この械闘は李・陳と林との械闘に， 西皮• 福禄の対立抗争が加わ
り，無頼漢が参加することによって一層規模が大きくなったもので，単なる異
族間械闘ではなく，背景には大陸における確執があった。すなわち，伊能嘉矩
によれば，
「按ずるに，此業派の分争に起因する械闘の一種は，夫の風籍に基づける
分類械闘':こ於けるが如く，憂湾に在りて特登せしものに非ず。もと閾風の本
土たる灌泉地方の一部に行はれし弊習が，其移民と同時に北部の宜蘭地方に
轄入せられ，而も他の分類の氣風に浸染し，且信仰上の確執に因りて，械闘
の形づくりを固くするに至りしものなるべし」12;)
とある。
さて，具体的に宜蘭における同族結合を家廟（祖廟，族廟）の存在を通じて
考察する。増田福太郎氏によれば， 1934年末で家廟は宜蘭郡に3宇，羅東郡に
1宇とあり 128), 『宜蘭県志』には 1933年~1953年までとして，林氏家廟・追遠
ママ
堂・滸氏家廟・立雪堂，漉氏家廟・幽盛蘭堂の 3宇が記載されている 129)。 とこ
ろが，筆者の調査によれば第14表のごとく 6宇存在する。恐らく羅東郡の 1宇
というのは40の東興堂に当たるので， 38の敦本堂と41の餘慶堂は調査漏れか，
第14表宜蘭における家廟
番号 l 廟 名 姓 氏
37 追遠堂 林氏家廟，林姓の同姓I組織
38 敦本堂 李氏祠堂，李姓の同姓組織
39 立雪堂 滸氏家廟，滸氏の同姓組織
40 東興堂 滸氏家廟，滸氏の同族組織
41 餘慶堂 滸氏家廟，滸氏の同族組織
42 盛蘭堂 狩氏家廟，詐氏の同族組織
出典）聞き取りによる。家廟の番号と写真番号とは同じである。
126)同J:書，巻首下略史， p.3, 同上書， p.955。
127)伊能嘉矩，前掲書， p.956。
128)増田福太郎，前掲書， p.105。
129)前掲『宜蘭縣志』巻三政事志第一篇建置篇， p.52。
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冬山郷太和村
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宜蘭市内
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それとも存在しなかったということになる。 この点については後述するとし
て，第14表から宜蘭の家廟のうち 3宇が同姓組織であり，同族組織がわずか 3
宇と少ないことに気付かれたであろう。これは既述したごとく族的結合の発展
が不十分なことに基づくものであるが，同姓組織が3宇存在するのは擬制的血
縁の同姓組織によって，同族組織の不十分さを代替させるためと考えられる。
続いて，第14表に従って順次各家廟について説明すると， 追遠堂（写真37)
は， 道光乙未年 (1835年）に滴州府の 7つの県から来台した林姓によって建立
された130)。当然， 彼らは同族ではないが，公業地として 50甲の土地を所有
し，その収益は春秋の祖先祭祀のため，あるいは派下の奨学金や貧困者救済金
として使われる131)。現在も派下員が出費することなく祭祀を行なうことがで
き，堂内には托児所が設けられている。敦本堂（写真38)は，嘉慶 10年に建立
されるが，風雨により崩壊し重建できず， 1961年に再建されている132)。それゆ
ぇ，前出の資料には記載されていないと思われる。李姓は嘉慶2年，渡台し各
地方に散居していた70余戸が宜蘭に入植し，壮ニ・壮三・大湖に20甲余の土地
を購入して財産となし，族的結合をはかる133)。彼らは始祖として李火徳を祀っ
ているが，同族ではないようである。というのは，李火徳は宋代の人であり，
宜蘭に入植した70余戸は同族でなく同姓であると思われるからである。立雪堂
（写真39)は湘姓の同姓組織である。立雪堂は12世・滸楽山派下の 4大房の100
名（株）によって， 「祭祀公業滸業山」 として運営されている134)。この祭祀公
業は唐下房派下39名，東昇楼房派下18名，石下房派下19名，大漢房派下24名が出
資し，財産を購入して設立された。現在10甲の土地と家屋を所有し，その収入
でもって旧 2月16日（楽山の生誕日）と旧 11月1日（楽山の命日）に祭祀を行な
'い，子弟の奨学金として 1学期に1,000~2,000元，世話人に2,000元使われ，
残余金は株数に応じて分配される。祭祀時には会食が行なわれ，毎年約12卓，
130) Cho-Yun Hsu, op. cit., p. 66。追遠堂内の「重修林氏家廟碑記」による。
131) Cho-Yun Hsu, op. cit., p. 67。
132) 133)敦本堂内の「略述本祀會典祖廟之由来」による。
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写真38 宜蘭市凱旋里にある李
氏拘堂の敦本堂。
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写真37 宜蘭市内にある林氏家
廟の追遠堂。
写真39 宜蘭市内にある滸氏家
廟の立雪堂。
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写真40 冬山郷太和村にある滸
氏家廟の東興堂。
写真42 宜蘭市内にある持氏家
廟の盛蘭堂。
写真41 員山郷員山村にある滸
氏家廟の餘慶堂。
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120人分の食事が準備される。祭祀公業の運営・管理は派下員から選出された
5名の管理人 (1名は主任管理人）と 5名の監察人 (1名は主任監察人）によって
行なわれ， 監察人の任期は 4年であるが， 管理人には特に定めていない135)0 
写真39の立雪堂は相当老朽化しており，近く 7階建てのビルを建て，そのビル
からの収入で祭祀を運営する計画とのことである。派下員は滸姓であればよ
く，株の譲渡も可能である。ということは同姓不同宗でもよいということであ
る。東興堂（写真40) は既述の東昇楼派下であり，東昇楼の由来は福建省滴. .. 
州府昭安県二都秀策埴平堡塞下東昇楼の出身であることによる 136)。位牌には
8世の漉振廷から祀られているが，来台は12世の滸琳青のときであり， 14世の
滸道維のとき羅東堡九扮庄へ移り， 10余年後に現在の太和村に定着している。
東興堂は1904年に創建され， 1942年に台風で倒壊し，写真40の廟が再建される
のが1964年であるから137), 『宜蘭縣志』に記載されていないのであろう。東興
堂は共有財産を所有しており，その財産でもって旧正月に大きな祭祀を行な
い，この時に23~4卓の食事が準備される。その他に 3回位小さな祭祀がある
が，詳細は不明である。餘慶堂（写真41)は15世の時に建立された。 13世の滸
栄都のとき福建省廣平県より渡台し，現在の中心世代は19世である。餘慶堂は
唐下房派下に属し，東興堂とは同族ではない。栄都には子供が3人おり， 1房
が旧 1月22日の祭祀， 2房が清明節の墓参り， 3房が旧 9月5日の祭祀を担当
する。餘慶堂は公業地を 3甲所有し，そこからの収益で祭祀を行なうが，各房
に渡されるのは 5,000元で不足分は担当房が負担しなければならない。祭祀に
は40~50人が参加し， 会食用に4卓が準備される。盛蘭堂（写真42)は，餘慶
堂の13世・ 滸栄都に王姓の者が仕えており，栄都が亡くなったとき財産分与に
あずかり，それによって創設されたとのことである。そして，その際，流氏に
恩義を感じ滸姓を名乗るようになったとのことであるが，詳細は不明である。
以上が各家廟の実態であり，各家廟とも財産を所有し，毎年定期的に祖先祭
134) 135) 「祭祀公業滸築山管理章程」による。
136) 137)東興堂内の「東興堂廟誌」による。
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祀を行なっている。しかし， 3宇が同姓組織で，しかも同族組織よりも規模が
大きい。追遠堂は宜蘭市内にあり，財産も相当あって全宜蘭の林姓を統合して
おり，敦本堂は農村部にあり， 輩序138)を設けるなどして擬制的血縁主義が濃
く，開拓時において同姓結合が大きな役割を果たしたと考えられるが，両者と
もその財産設定は閥分字によるものではなく， 合約字によるものであり 139),
ここにも族的発展が不十分であったことが窺える。また，立雪堂も合約字的組
織であり，滸姓に名を借りた投資的組織の色彩が強い。同族組織の東興堂と餘
慶堂は農村部にあり，その組織形成は閻分字に基づき，開拓過程における族的
発展が窺えるが，わずか2宇である。
IV 結語一一「同郷」原理による再生産保障と村廟の役割
宜蘭における開発形態は台湾西部とは異なり，武装した壮丁を率い， 開墾
集団毎に原野を開墾し定着していった。開墾集団は「高山族」の襲撃から身
を守るために，刺竹や土・石で村落を囲み，地縁的集団へ発展していった。村
落形成後，更なる農業生産力の発展のため水利開発を行なうが，大規模な婢訓
の開発は村外の富戸によって行なわれ，水利開発に族的発展の契機は見られな
かった。また，小規模の佃婢訓は村落内の業佃戸の協力により開設されるが，
これは村落内の地縁的結合に依拠したものであり，大規模な有主婢訓の開発も
その背景に地縁的結合があって初めて可能であった。
138)同世代においては名前の 1字が共通するよう，各世代に定められている。
139)公業設定に際し，閥分字的公業と合約字的公業があり， 前者は父祖の財産を分配す
るにあたり，その財産中の一部を祖先祭祀の資として抽出留存し， 公業とするもの
で，この場合には族としての一定程度の発展がなければ，公業設定は不可能である。
後者は，子孫が各々の財産中より拠出し， 父祖のために公業を設定するもので， 合
約字を作り出捐者連署してこれを証明する。 この場合は新たに財産を設定するもの
であり，族としての蓄積がなくても可能である。 前掲「峯濶私法」第一巻下， pp. 
405~409, 戴炎輝「祭田又は祭祀公業H」「法学協会雑誌」 1936年， pp.110~114。
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このような水利開発に伴う農業生産力の発展が異族間の蓄積に格差を生じさ
せるには，宜蘭においてはその歴史が比較的浅く，その結果，地縁結合から同
族結合への移行は不十分であり，基本的に地縁結合＝「同郷」原理でもって農
業の再生産を保障してきたと考えられる。その核として村には村廟が存在し，
行政的枠組が変化してもその祭祀単位＝村落は変らず，現在に至るも存続して
おり，ここに宜蘭における「同郷」原理の意義が見られる。
このように宜蘭における村落形成には，他地域とは異なった開発の特殊性が
存在したにもかかわらず，村落構成の一原理である「同郷」原理が社会の基底に
見られ，大陸村落と同様，宜蘭の諸村落も漢人村落の一般的形態として理解で
きると考える5筆者はこれまでの調査研究において，大陸からの移民漢人によ
る村落形成過程が移民集団の存在形態やその他の自然的・社会的諸条件に規定
されて変化に富んでいても，それらの漢人村落には「同郷」あるいは「同族」
という漢人村落の結合原理が存在すると主張してきた。宜蘭においてもこの点
が実証されたと考える。
そして， これまでの研究を踏まえて筆者は， 中国農村社会研究に「同郷」
「同族」という分析視角を提示するとともに，その有効性を確信するものであ
．る。
＜追記＞
本稿は第33回関西農業経済学会大会 (1983年10月）においての発表に加筆し
たものである。同大会において貴重なコメントを戴いた。記して感謝したい。
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